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論文内容の要旨
皐丸に於ける精子形成過程は一般に種保存にとって重要な役割をはたすものであるが，精原細胞の
数回の体細胞分裂と分化及びそれに続く精母細胞の減数分裂からなっている。
この精子形成過程を解析するために種々の試みがなされたが，条件を比較的単純，一定化できる in
vitro の実験の確立も又一つの有用な手段であり，またこの場合分化過程を解析するためには分化した
細胞があらかじめ存在しない皐丸を用いる事はその解析をより容易且つ明瞭なものにすると考えられ
る。このためには，分化した細胞が出現していない幼若皐丸を用いるか，又は分化した細胞が出現し
ている成熟皐丸から分化した細胞をあらかじめ除外する方法が考えられる。
我々は成熟皐丸を用いての精原細胞からの分化を in vitro で解析するためにマウスの cryptorchid
testis を用いた。これは大部分の日甫乳類の精子形成過程が正常腹腔肉体温では阻害を受けるので，温
度の低い陰のうから温度の高い腹腔内に皐丸を子術的に停留することにより精子形成細胞については
最も未分化な type A 精原細胞のみの均ーな細胞集団からなる成熟皐丸としたものであり，分化した各
種の細胞は全く存在しなしミ。我々はこの cryptorchid te s tis に Ste inberger の grid 培養法を適用して，
type A 精原細胞からの分化を検討した。
この cryptorchid testis の organ培養を 12 日間行なうと，精原細胞は精母細胞 ( primαry spermatocyte) 
まで分化することが明らかになり，この分化には血清が必要で、あった。血清を培養開始後の短期間の
み加えた場合でも，血清除去後に分化がみられることから，分化の極めて初期の段階に血清を必要と
していること，その後の分化過程には血清を必須としないことが示された。また血清非存在下では分
化した細胞は観察されないが，血清非存在下で 6 日間培養しでも type A 精原細胞は分化する潜在能
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力を保持していた。セファデックス G 200 カラムによる血清の分画から，アルブミンが溶出する分画
に type A 精原細胞の分化を行わせる活性物質が存在することがわかった。
論文の審査結果の要旨
日甫乳動物では in vitro で精原細胞から精子形成の試みがなされているが未だ成功していない。
Steinberger などによる幼若ラット皐丸の培養において， 幼若精原細胞から精母細胞初期までの分化
を in vitro で行わせることができたことが数少い成功例の一つである。
相沢君の研究は Steinberger などの研究にヒントを得て，成熟皐丸での精子形成過程を in vitro で
みることに成功したものである。成熟皐丸の場合は精原細胞から精子に至る精子形成過程の凡ゆる細
胞を含んでいるため，その過程の解析は一見複雑で、困難なように見える。しかし精子形成過程が高温
で障害を受けるという特異な性質をもっているため，停留皐丸 (cryptorchid testis) を用いることによ
って，この困難は解消し，むしろ幼若精原細胞を用いた場合より有利で簡単な系となった。
この系を用いて A型精原細胞を培養すると，逐次分化過程が進行し，約 2 週間で精母細胞の初期段
階まで分化することが明らかになった。この分化過程には血清の存在が必要で、，血清無添加で培養を
続けても全く分化が進まない。更にこの血清要素について，分化過程のどの時期に血清中のいかなる
物質が有効に作用するかについても追究がなされた。その結果血清を必要とする時期は，分化の極め
て初期の段階であって，後期の過程には血清を必要としないことが明らかにされた。また，分化を促
進する血清中の要素を把握するため血清の分画化をセファデックス G200 と DEAE セルローズクロマ
トグラフィーで予備的に実施した。活性物質はアルブミン分剛に存在することがわかったが，市販の
アルブミンにはその活性がみとめられないことから，恐らくアルブミン類似の血清中の蛋白か又はア
ルブミンとホルモンが結合したような物質ではないかと予想している。
以上のように相沢君の論文は晴乳類の皐丸形成過程を in vitro で行わせる有利な系を確立し，細胞
の分化について大きな貢献をなしたものであり，理学博士の学位論文として充分価値あるものと認め
る。
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